
定例記者発表次第 

 

日時／平成２９年１月１９日（木） 

午後１時３０分～ 

会場／矢板市役所 第一委員会室 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 記者発表案件 

（１）塩谷地区地域ネットワーク会議 BLS（一次救命処置）等研修について（市長） 

（２）やいた Uターン意見交換会について（市長） 

（３）第３２回やいたみんなのつどいの開催について（市長） 

 

４ 資料提供 

（１）矢板市税収納対策推進本部の設置について（税務課） 

（２）介護保険制度についての市民公開講座の開催について（高齢対策課） 

（３）ふるさと便（３月春便）について（農業振興課） 

（４）平成２９年兵庫畑棚田オーナーの募集について（農業振興課） 

（５）道の駅やいた２月イベントについて（農業振興課） 

（６）寄付について（生涯学習課） 

 

５ 質疑応答 

 

６ その他 

 

７ 閉会 

 

 

 

 

 

 

次回記者発表予定  ２月１７日（金）午前９時３０分～ 第一委員会室  



 

記者発表資料 

                   

  平成 29年 1月 19日（木）発表 

件  名 塩谷地区地域ネットワーク会議 BLS（一次救命処置）等研修 

（説明文） 

塩谷地区地域ネットワーク会議は、在宅医療、医療と介護の連携を推進するた

め、平成２８年４月から、会議を 2ヶ月に 1回開催している。 

日々の高齢者等の課題や問題をそれぞれの立場で考え、連携していくことや、大

規模災害が起きた場合に、塩谷地区全体で対応するための方策を調査・研究して

いく。※矢板市医療と介護の連携事業費補助金 20万円を交付 

 今回は、医師の指導のもと BLS研修等を開催する。 

会員： 

① 塩谷病院、佐藤病院、矢板南病院、氏家病院、黒須病院、菅又病院、 

高根沢中央病院、尾形クリニック、尾形医院の看護師や地域連携室職員 

② しおや訪問看護ステーション、訪問看護ステーションやいた、 

訪問看護ステーションゆうすい、訪問看護ステーション卯の郷、 

とちぎ訪問看護ステーションたかねざわの看護師 

③ 矢板市、さくら市、塩谷町、高根沢町の高齢者担当の保健師等 

 

１ 目的（趣旨） 

① BLS（一次救命処置）の知識及びスキルを確認し習得できる。 

② AEDの知識及びスキルを確実に習得できる。 

③ 研修を通して、塩谷地区で災害が起きたときの役割について、考えることが 

できる。 

２ 日時 平成２９年２月４日（土）13：50～17：00（受付 13：30～） 

３ 場所 国際医療福祉大学塩谷病院 大会議室 

４ 内容 

① 塩谷病院の災害対策に対する準備の状況 

  ※塩谷病院／二次救急医療、災害拠点病院 

② BLS（一次救命処置）、AED（講師 SHIOYA ICLSチーム） 

③ その他 



５ 参加者 

  塩谷地区地域ネットワーク会議会員及び会員からの推薦者 計 24人 

６ その他  

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 高齢対策課 

担  当  者  名 石崎 

電  話  番  号 0287-43-3896 内線電話番号 350 

 

 

 



 

記者発表資料 

                   

  29年 1月 20日（ 金 ）発表 

件  名 やいた Uターン意見交換会 

 

１ 目的（趣旨） 

 矢板市や市内企業の就業支援の活性化を図り、市内生産人口の増加と雇用状況改

善を促進するため、栃木から首都圏に進学・居住している学生から、地元就職に対

する意見や要望を聞き、今後の施策の参考とする。  

２ 日時 

 平成２９年２月１１日（土）１４：００～１５：３０（受付１３：３０） 

３ 場所 

 ビジョンセンター東京 

 東京都中央区八重洲２-３-１４ ケイアイ興産東京ビル 

４ 内容 

 市長や商工会長、企業の代表と地元就職に関する意見交換会。 

５ 参加者 

 都内に住む栃木出身の大学・短大・専門学生 

６ その他 

 定員２０名（応募者多数の場合は抽選とさせて頂きます） 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 商工林業観光課 観光工業担当 

担  当  者  名 江連 遥 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 422 

 



 

 

栃木出身の学生集まれ! 
 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※定員２０名のため、応募者多数の場合は抽選とさせて頂きます。 

お問い合わせ 

㈱下野新聞アドセンター ℡ 028（625）7966 平日 1０時～17 時  

              E-mail   seminar@shimotsuke.jp 

矢板市商工林業観光課  ℡ 0287（43）6211 平日８時 30分～17 時 15 分 

                          E-mail   kankou@city.yaita.tochigi.jp 

矢板市HP http://www.city.yaita.tochigi.jp/soshiki/syoukou/ イベント情報 

•平成29年2月11日（祝土） 

•14：00～15:30（受付13：30～） 
日時 

•都内に住む栃木出身の大学・短大・専門学生（す
でに就職が決まっている方も大歓迎です！） 対象者 

•ビジョンセンター東京(東京都中央区八重洲2-3-14  
ケイアイ興産東京ビル ) 

•東京駅八重洲口から徒歩2分 
場所 

•下記URLまたはQRコードより 

•http://shimotsuke.jp/yaita/ 申込方法 

「こんな支援があったら地元に帰りたい！」 

「地元で就職したいけど○○が不安だ」 

そんな学生視点の意見をお聞かせください。今後の矢板市

政や就業支援のために、学生の生の声が必要です！ 

矢板市長や商工会長、企業の代表等が参加します。トッ

プと対話できるまたとないチャンスです。さらに矢板市

企業紹介 BOOK や特産品をプレゼント！参加費無料。 

～やいた U ターン意見交換会～ 



記者発表資料 

                   

平成２９年１月１９日（木）発表 

件  名 第３２回やいたみんなのつどいの開催について 

 全国的にも居場所づくりの必要性等が話題となり、市内においても居場所づく

りの開設が実施されていることから、これまでは居場所づくりの必要性やその充実

を題材とし、前回のつどいにおいては生き方を参加者と考える機会としました。 

今回は、生き方を変える具体的な提案として、「暮らし方、片付け方」を学び、

併せて、講師の人生観について講演いただきます。 

 

１ 日  時 平成２９年２月１２日（日） １３時から１５時３０分 

２ 場  所 矢板市文化会館 大ホール 

３ 主  催 やいたみんなのつどい実行委員会 

４ 後  援 矢板市 矢板市教育委員会 下野新聞社（予定） 

５ 参加対象 どなたでも（申し込み不要） 定員９００名 

６ 内  容 テーマ「自分らしくいきいきと」 

サブテーマ「私らしいすてきな暮らし、すてきな生き方」 

⑴開会行事（式典） 

⑵男女共同参画啓発活動団体“グループあい”による啓発活動 

⑶実行委員による発表 

⑷講演会 １４時から  

住まい方アドバイザー 近藤典子 氏 

演題 「リバウンドしない片づけ方」 

    ～片づけは、暮らしも生き方も変える～ 

７ お問い合わせ 

       矢板市教育委員会生涯学習課まなび担当 

       〒329－2165 矢板市矢板 106番地 2 

       TEL 0287-43-6218 FAX 0287-43-4436 

担当課・グループ 矢板市教育委員会生涯学習課まなび担当 

担  当  者  名 松岡 雄一 

電  話  番  号 0287-43‐6218 内線電話番号 471 
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記者発表資料                      

                     平成 29年 1月 19日（木） 提供 

件  名 矢板市税収納対策推進本部の設置について 

（説明文） 

  市税等の収納率を向上させるため、副市長（代）を本部長とする「市税収納対策推進本部」

を設置し、全庁挙げての訪問納付指導を行うもので、今回で 22回目となる。 

 

１ 目的（趣旨） 

  市税等の収納については、新規滞納を増やさないよう、現年課税分の徴収を重点目標とし

て、滞納整理を進めているが、さらに現年課税分の早期納税を促すため、市税収納対策推進

本部を設置し、市税等の滞納繰越額を抑制するとともに収入確保に努める。 

２ 収納状況 

  平成 28年 12月末現在で、市税の現年分の収納率は、83.6％で前年度の同期と比較し 1.4％

上昇している。しかし、依然として収入未済額は約 7億円であり、この収入未済額を減少さ

せ、収納率を向上させていくことが、大きな課題である。 

３ 取組み状況 

・滞納対策・・・・・一斉催告書を発布 

          各税目第 1期督促状発布に併せて滞納処分の「お知らせ」を送付 

休日夜間電話催告 

・納付し易い環境づくり・・・口座振替、コンビニ収納の推進 

毎週月曜日収納窓口延長、休日収納窓口開設 

 ・悪質滞納者対策・・・積極的な債権等の差し押さえに加え、あらたに、捜索による差し押

さえ物件のインターネット公売、自動車のタイヤロックによる監守処

分を行っている。 

 ※ 平成 28年度は 12月末現在で、預金、生命保険、所得税還付金等 96件の差押を実施し

た。また、栃木県矢板県税事務所との協働により、滞納処分を行うなど滞納整理を強化し

ている。 

４ 本部設置内容 

⑴  設置期間   平成 29年 1月 23日（月）～1月 31日（火） 

⑵  本 部 員   本庁舎、生涯学習館及び上下水道事務所の一般行政職全員（206名）  

⑶  本部員会議   平成 29年 1月 13日 午前 10時～ 第一委員会室 

⑷  本部員の役割   現年課税分の滞納者宅を訪問し、納付指導を行う。 

 ⑸  滞納内容   件数 440件 滞納額 2031万円（H29.1.6現在） 

 ※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当部・課・グループ 税務課徴収担当 

担  当  者  名 高野 栄治 

電  話  番  号 ４３－１１１５ 内線電話番号 ２４８ 

 



 

記者発表資料 

                   

平成２９年１月１９日（木）提供 

件  名 介護保険制度についての市民公開講座の開催について 

（趣旨説明） 

 介護保険制度の存在をご存知の方は多いと思いますが、具体的な介護サービスの

内容や、介護サービス利用の手順についてはあまり知られていないのが現状です。 

そこで、介護保険制度の概要を、寸劇を交えて分かりやすく説明するとともに、

医療や介護をめぐる諸問題について「認知症の初期症状について」及び「かかりつ

け医の重要性について」と題し、市内の医師各位よりご講演いただくものです。 

 

１ 日時  平成２９年１月２９日（日） 午前１０時～１２時 

２ 場所  矢板市文化会館小ホール（定員３００人） 

３ 内容  第１部 介護保険制度について 

       ⑴ 矢板市内の介護サービスの種類の説明 

       ⑵ 寸劇での介護保険制度の活用説明 

      第２部 基調講演 

       ⑴ 認知症の初期症状について（佐藤病院院長：佐藤勇人先生） 

       ⑵ かかりつけ医の重要性について（村井胃腸科外科クリニック院 

長：村井成之先生） 

４ 参加方法等 事前申込み不要。先着順。入場無料。 

５ その他 

 主催：矢板市介護サービス事業者連絡協議会 

 共催：矢板市 

 後援：矢板市医師団、矢板市歯科医師会、矢板市社会福祉協議会 

※提供資料の有無：有（別添のとおり） 

担当課・グループ 高齢対策課 

担  当  者  名 日賀野 真 

電  話  番  号 0287-43-3896 内線電話番号 338 

 





記者発表資料 

                    平成２９年１月１９日（木）発表・提供 

件  名 ふるさと便（３月春便）について 

 農産物等の消費拡大と農業振興を目的に、地元の生産農家が栽培した矢板市の採

れたて新鮮野菜と、認定農業者が愛情を込めて生産した「矢板たかはら米」を全国

にお届けいたします。今回は、季節ものを中心とした「３月春便」を下記のとおり

実施いたします。 

記 

 

１ 発 送 数  限定１００口 

２ 受   付  平成２９年１月２３日（月）から２月１５日（水） 

３ 発 送 日  平成２９年３月２日（木） 

４ 種   類 

① 野菜便 

１１品目入り ３，５００円 

１３品目入り  ５，０００円 

② 米便  

７kg：３，５００円  １１kg：５，０００円   １５kg：６，７００円 

③ ポークステーキ便 

５品目入り   ３，５００円 

④ 自然薯便 

１品目     ３，５００円 

 

５ 申し込み 農業振興課・農業公社・道の駅やいたで申込書に代金を添えてお申 

し込みください。（ＦＡＸ、ＨＰ可） 

（FAX 0287-43-2651・HP ｱﾄﾞﾚｽ http://www.yaita-nougyoukousya.jp/） 

６ そ の 他 農作物の生育や天候により、発送日・品目が変更になる場合もあり 

ますので、ご了承ください。 

７ 問い合せ  矢板市ふるさと便推進協議会（矢板市農業公社内 ℡0287-43-2650） 

担 当 課 ・ グ ル ー プ 農業振興課 整備振興担当 

担  当  者  名 室井 泰宏 

電  話  番  号 ４３－６２１０ 内線電話番号 ４１２ 

 



１．矢板たかはら米 １㎏  ７．春菊 

２．豆もち         ８．ねぎ 

３．生しいたけ       ９．カラートマト 

４．りんごジュース    10．高原たまご 

５．いちご        11．フリージア 

６．うど        

  

１．矢板たかはら米 ３㎏  ７．春菊 

２．豆もち         ８．ねぎ 

３．生しいたけ       ９．自然薯 

４．りんごジュース    10．あっぷるカレー 

５．いちご        11．カラートマト 

６．うど         12．高原たまご 

             13．フリージア 

１． 矢板たかはら米（１㎏） 

２． 豚肉（ロース１００ｇ×５枚） 

３． カラートマト 

４． いちご 

５． 高原たまご 

１． ７㎏  ３５００円 

２．１１㎏  ５０００円 

３．１５㎏  ６７００円 

矢板産自然薯 約１.３㎏ 

◎農業公社・市役所農業振興課・道の駅やいた に備え付けの 「申込書」 

 に必要事項を記入し、代金を添えてお申込み下さい。 

 受付時間:土･日･祝日を除く8:30～17:00（道の駅やいたを除く） 

◎すべて送料込み（お届け先が本州以外は、別途３００円がかかります） 

但し、限定数になり次第締め切ります。 

限定１００

【お申込み・お問い合わせ】 
 矢板市ふるさと便推進協議会 
（公財）矢板市農業公社内 
  〒３２９－２１６５ 

  栃木県矢板市矢板１６５－３ 
    電話 ０２８７－４３－２６５０ 
      Fax ０２８７－４３－２６５１ 

   HP：yaita-nougyoukousha.jp 

  

＊品目について天候条件により多少変更になる場合もございますので、あらかじめご了承下さい。 



 

記者発表資料 

 

                  平成２９年１月１９日（木）提供 

件  名 平成２９年兵庫畑棚田オーナーの募集について 

     
「兵庫畑」では、８戸の農家が美しい棚田を守りつづけています。県内外からの 

参加者は、地元農家の方達のサポートを受け、農作業体験と交流を深めます。 

 

１   日  程  開講式・じゃがいも種まき・・・・・・・・・・平成２９年３月１８日（土） 

           田植え・じゃがいも畑除草・・・・・・・・・・平成２９年５月１３日（土） 

           田の草取り・じゃがいも収穫・・・・・・・・・平成２９年７月２２日（土） 

           稲刈り・収穫感謝祭・・・・・・・・・・・・・平成２９年１０月７日（土） 

 

２    時  間   ９：３０ 第二農場公民館集合 

          １２：３０ 昼食 

          地元農家と共に昼食片付け後解散 

 

３  実施場所  矢板市平野 

 

４  オーナー特典  収穫した米（約３０ｋｇ）、収穫したじゃがいも 

５  定   員   １組４人までとし、２０組（先着順） 

６  年 会 費   １組 25,000円（苗、肥料、農薬などの資材費及び水管理費などを含む） 

７  申込方法   事務局まで連絡のうえ、送付された申込書に記入し提出してください。 

８  申 込 先   兵庫畑棚田を守る会事務局（農業振興課内）   

９  募集期間  平成２９年１月５日（木）～２月２８日（火）※定員に達し次第締め切り 

１０ 主  催  兵庫畑棚田を守る会 

 

担当部・課・グループ 農業振興課 整備振興担当 

担  当  者  名 野澤 和佳代 

電  話  番  号 ４３－６２１０ 内線電話番号 ４１２ 

 



記者発表資料  

  平成２９年１月１９日（木）提供 

件  名 道の駅やいた ２月イベントについて 

 

１ 道の駅やいた 「甘酒配布会」開催 

 地元麹店のおいしい甘酒を無料配布いたします。 

日 時 

平成２９年２月２６日（日） ９時～  

※甘酒が無くなり次第終了。  

場 所  

道の駅やいた特設会場 

 

２ 道の駅やいた 休業・休館日 

農産物直売所「旬鮮やいた」２月８日（水）・２２日（水） 

農村レストラン「つつじ亭」２月６日（月）～８日（水）・２２日（水） 

エコモデルハウス     毎週水曜日 

 問い合わせ 道の駅やいた管理事務所 電話 0287-43-1000 

 

 

担当課・グループ 農業振興課 

担  当  者  名 山中 光男 

電  話  番  号 43-6210 内線電話番号 412 

 



記者発表資料 

                  平成２９年１月１９日（木）発表・提供 

件  名 寄付について 

(説明文) 

 大田原信用金庫より、今年度も引き続き児童図書購入のための寄附申出があり、

その贈呈式を下記のとおり行います。 

  

１ 贈呈式日時 

  平成 29年 2月 10日（金）9：00～ 

２ 場所 

  市長公室 

３ 出席者 

  寄付者 大田原信用金庫 理事長   村田 稔  様 

矢板支店長 村越 耕作 様 

  矢板市 市長、生涯学習課長等 

４ 寄付金額 

  250,000 円 

５ 主旨及び経緯 

   平成 20 年 2 月の大田原信用金庫創立 80 周年を機に、社会貢献活動の一環

として最初の寄附をいただき「だいしん文庫」を設置。以来、毎年のように寄

附をいただき、今回で 9 回目。子どもの幼いころからの人格形成の一助にな

ればと、児童図書に限定し購入している。 

 

 

 

 

担当課・グループ 矢板市教育委員会事務局 生涯学習課まなび担当 

担  当  者  名 鈴木有 

電  話  番  号 0287-43-6218 内線電話番号 471 

 


